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今,II'町11 の配置状況に･J いては．郡 教介･＆ｎ 食や市町村を1鳶えろ広域調 査組織の場ri.Ilj･町村曝11 と して採 川さjl ている場 函 ｔガウン1, L た が．





















構 自然科学的年代 保存科学基礎ｌ 保存科学基礎ｎ 遺 跡 情 報 記録 上 器・陶 磁 器遺


































探　査 文 化 財 写 真報 告 番 作 成 占゛ 文 蠡 歴 史文化的 景観調査生






























境 保 作 科 学
徨（ 遺 構・ 石











歴 史的庭園のほ 発掘調査にかか 年輪年代法や放 金属製遺物の材 木製遣物の枷　 遺跡･遺物の正　 奈良 文化財研究･ 遺跡の発掘調 査 文化財調査にお 見やすく読みや　 古文書･歴史資　 文化的 景観調査 動物遺存体や碵 史跡整備にお け
護をはじめとし　 る建築遺構や出　 射性 炭素年代測 質および劣化状　 稙､ 木取りおよび 確な記録とその　 所 所藏資料を中　および保 護を日　ける写真業務全　 すい報告書の作 料の調査･竹 理　 にこれから取り組 物遺存体など、 る遺構および石
て､ 名勝の調査　 ｔ 建築部材に同 定法などを中心と 態に応じた保存　 劣化状態に応じ　 保存手法として、 心に、上器等を　 的とした､ 非破壊 般に関して､ 写真 り方と.図 録･学　 等を担 当する立　む自治 体担当者 環境 考古学の基 造 文化財の保存
及び保 存管理･　 して必要な､ 上部Iする、自然科学　 処理法の策定． た保存処理法のGIS やデータベ ー 実際に観察しな　 的な手 法による　 記録の 重要性、 術誌編 集の基礎 場にあるが、当該 を対 象に､ 文化　 幹を構成する生　 において．劣化
修理等につい　 構造の専門的 知 的手法による年　 仕 様書の作成を　策定､ 仕様書の　 スの利 用法･ 情報 がら､ 遺物調査方 遺跡情報の取得 搬影･保管活用　 に関する研修　　 分野に関する昨　的 景観の概念、 物環境分野の最 の現状に関 する
て. 基 本的な考え 識や発掘方法な 代測定に関する　おこなうことがで　 作成をおこなうこ 発信に関する基　 法に閲する専門　 方法についての　 についての基礎　　　　　　　　 門的教 育を受け　 保護制 度､ 調査　 新の研究法とそ　 知見､ならびに1､ 槻 吟 維
方から実務に至　どについての研　 昨門的知識と技　 きるよう､金属製　とができるよう､木 礎的な知識の取 的 知識と技術の　 専門知識の取得 知識を講義､ 実　　　　　　　　 たことのない 地方 手法及び保 存計 の成 果に関する　持管理に要する
内　 ゛ る基礎知識を習　 修　　　　　　　 術の研修　　　　 遣物の材質､ 劣　 製造物の劣化状 得を口指す研修 習得を日指す研 と実習による技術 習を通じて自家　　　　　　　　 公共団 体等の 文 画立案について　昨門的 知識と技　 整備 後のモニタリ
谷 俳することを目的　　　　　　　　　　　　　　　 化状態および保 態および保存処　　　　　　　　 修　　　　　　 の習得を目的と　 搬彫処理/委 託　　　　　　　　 化財担 当者を対 の基礎知識を習　術の取 得を|｣的　ング調 査と｡ その









基 礎 知識 を習 得 知 識 を取 得 す る
することを 目的 と　ことを 目的 とす る







宿泊 施設　　 あ　 り　　　　 あ　 り　　　　 あ　 り　　　　 あ　 り　　　　 あ　 り　　　　 あ　 り
※】各研修はリニューアルが図られております。
※2 募集はき 都道府県及び政令指定都市教育委員会を通じて行われます。
※3 研修参加 決定通知は研修開始口の約1 ヶ月前に通知の予定です。













あ　 り　　　　 あ　 り
識の習得を目桁　とする研修
す研 修｡ 占 文書･
歴 史資料は 史跡
等の指定にあ
たっても重要
平成24年
10月19日
-
あ　り
が成24年
11月30日
-
あ　り
ｙ成24年
Ｈ月30日
-
あ　り
化発 生の 予測を
おこなうための劣
化状態調 在法お
よび環境調査法
に関する研 修
ｙ成2.･1年
12月27口
-
あ　り
が成25年
1月11H
-
あ　り
